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論文の要旨及び判定理由 

 

本研究の目的は、在宅で暮らす認知症高齢者に対して18項目版DEOS（Dementia Elderly

 Odayaka Scale）を適用し、その信頼性と妥当性を明らかにすることである。対象はA県

にある15施設の訪問看護ステーションを利用している在宅で暮らす認知症高齢者93名と

した。3名の評価者（看護師2名と家族1名）が1名の対象者に対して、2週間程度のインタ

ーバルをおいて18項目版DEOSの調査を2回評価した。結果、因子分析では第Ⅰ因子、Ⅱ因

子、Ⅲ因子ともに構成項目の因子負荷量は高く、因子間の相関係数については、第Ⅰ因子

と第Ⅱ因子が0.75、第Ⅰ因子と第Ⅲ因子が0.75、第Ⅱ因子と第Ⅲ因子が0.74であった。2

評価者間一致率においては、各項目の平均得点差が0.5～0.8、看護師と家族における2評

価者間の総得点のICC（1回目）は、0.75（ｐ＜0.01）、2回目0.73（ｐ＜0.01）であった。

また、看護師と家族における２評価者間の各質問項目別のICCは、0.47～0.67（ｐ＜0.01）

であった。評価者内一致率では、Test-retestによるICCは、看護師においては0.93（ｐ＜

0.01）、家族においては0.97（ｐ＜0.01）であった。尺度全体のCronbachのα係数は0.95

であった。以上より、妥当性・信頼性が検証されたものであると認められ、博士（保健学）

の学位に値するものと判定した。  
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